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編集室から

株式会社や証券市場を舞台にした事件が頻繁に起きている。著者は、「株式会社が暴走す

る時代だ」という。なぜ、暴走するのか。それを許すとどんなことになるのか。早稲田大

学教授である上村氏は、マスコミなどに頻繁に登場し、明快な言葉で切れ味のよいコメン

トを寄せてくれる。法学者がこれだけ脚光を浴びるのは日本では珍しい。学者らしからぬ

豊かな造語力に感心しながら、短いコメントや寄稿では物足りなさを感じていた。経営評

論家の金児氏との対談形式で、上村ワールドの全貌をたっぷり楽しめる。

会社の暴走の原因は、日本がバブル崩壊から立ち直るため、米国型市場主義を導入し、企

業に活動のための最大自由を与えたことにあるとする。経済産業省主導で会社法の面での

規制緩和が進み、その到達点が新会社法だという。自由は拡大したが、欧州のように自ら

を規律していく成熟した市民社会もなければ、米国のように違反に対しては厳しく取り締

まる体制もない。このため、日本ではライブドア事件で明らかになったように、株式の1万

分割とか、会社と証券市場をあたかも私的紙幣造幣機のように悪用した事件などが起きた。

村上ファンドのように法律の抜け穴をついた株の買い占めもある。

暴走を放っておくことの怖さを長い会社の歴史がある欧州はよく知っている。米国も大

恐慌を経験している。一歩間違えれば、社会や経済を大混乱させ、動乱や戦乱まで引き起

こしかねない取り扱い困難なしろものである。しかし、日本は、本格的に証券市場と一体

の株式会社を使い出してまだ日が浅く、本当にその怖さを知らないというのだ。

最近は、会社法の理論では、ファイナンス理論会社法や「法と経済学」といった経済分

析にポイントを置く法理論が力を増しているが、上村教授は歴史的観点からの洞察を大切

にする制度・歴史学派の法学者を自認する。会社や証券市場の変遷、市民社会や人間との

かかわりを大切にする。こうした視点から「会社は株主のものではない」と言い切る。

企業社会の土台となる会社法が日本では、有限会社を基本の会社像にしたため、民法に

近い契約関係に基づく会社法になり、世界で最もルーズな会社法になってしまったと慨歎

する。「社会科学の素養のない人が、数学的に諸制度を因数分解してしまった」「既存の概

念を勝手に変えた」「わけのわからない法律だから専門家が繁盛するというのは病理だ」な

どと鋭く批判する。一日も早く作り直す必要があるというのである。

上村教授は自らの学者としての歩みも語っている。証券取引法が会社法の補完と言われ

た時代に市場法として再構成した論文で学界に新風を送った。30代のことだ。今回の金融

商品取引法の改正で、目的に「資本市場」の言葉が入った。いずれそういう時代が必ず来

ると思っていたというが、20年余の時を経ている。上村教授のかねてからの主張である証

券市場と一体の「公開株式会社法」が制定される時代もやがてくるのだろう。（青）

編集後記
就寝前のひととき、駆け足で日記を書く。終わると20年前の同じ日付の日記を読む。10年前だとまだ生々し

い。思い出したくないこともある。20年前だともうはるか歴史の彼方で、古傷もいえている。何より明日、何

が起こるか、「未来」が分かっているから安心して読める。

12月号の編集を終え、新しい年に思いを馳せる。と同時に20年前の1988年の記憶を呼び戻す。職業人として

ピークの年だった。あれもあった、これもあった、と思い浮かぶ。「楽しい日の思い出ほど、ことに子供の時分、

親のひざもとで暮らした日の思い出ほどその後の一生涯に尊く……有益なものはありません」。ある偉大な作家

の言葉だ。それをなぞって言えば、大人になっての良い仕事の思い出も長い人生の支えになるのだろう。

さて、20年後に今日の日記をどういう気持ちで読むのだろうか。生きていればの話だが、人間、明日のこと

は分からない。（開）
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